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30 涯 漑 強 度 を考 慮 した 効 果 的 な リー チ ン グ に 関す る研 究

中村  彩 (生産環境整備 学講座  漣 漑排 水学分野)

I.目 的 施設栽培 では露地栽培 にナヒベ て塩類集積 の危険性 が高いた め、多量 の濯水

に よる除塩 (リー チ ン グ)が行 われ るゥ
ー般 に リー チ ングの方法 と して、休 閑期 にハ

ウス内 を湛水状態 にす る方法が とられ てい るが、土壌 の物理性 は老、ず しも均一 では

なt たヽめに、土層 全体 に水分が行 きわた らず 、部分的 な リーチ ング効果 しか得 るこ

とが で きない。 土壌 全体 に リーチ ン グ用水 を流 下 させ るためには、7彊滋 強度 を弱 め

るこ とが一つの方法で ある と考 え られ る。 そ こで本研 究では、湛水濯漑 と散水濯漑

の 2つ の濯漑 方法 を比較 し、雄滋強度 が リー チ ング効果 に及 ぼす影響 を調査す る こ

とを 目的 に室 内実験 を行 つたc

Ⅱ 実 験方 法 本実験 では、ワグネル ボ ッ ト(内径 16cm、 高 さ 19cm)を用 いた土壌 カ

ラユ、を対象 に リー チ ングを行ったc l二峻 は砂質 土 と植 壌 上の 2種 類 であ る。 乾燥猪

度 を揃 えて 上壌 を充填 した カラムを、3%食 塩 水で毛管飽 和 させ 、24時 間 自然排 水

させ た後 、乾燥 させ て塩類集積 「|:張カ ラム と した。雄水 は涯水強度 の高い湛水法 と、

けと|1虻の低い 1放水法 の 2ハ ター ン行 つた.散 水法 は、霧吹 きを用 いて表面 に湛水 しな

t 千ヽ11!1萱の強度でヤ‖!水 した.|‖!水ギ11はlil丁〔門隙 の 1.5倍 、2倍 それ に 3倍 に相 当す る

I I l実 験 結 果 および考 察 乾 燥 した ホ ッ トの 初 期 条件 は 、 主 に表 眉 の ポ ッ ト周 辺 部 の

合 水 サ七が低 くな っ て お り、 そ の部 分 tノ)EC値 は 著 しく高 くな つ て い た。 これ は 、 ホ

ッ ト1司辺 部 が 気 i品や 日射 の影 響 を受 け た もの で 、 ボ ッ ト固 有 の 現 象 で あ る と思 われ

る.値 張 上 は 、砂 質 上 に比 べ て 特 に 表輝すの EC値 が 高 くな っ て い たcこ れ よ り、植

ナすだ上 は 蒸 発 しや す く、塩 類 が 努こ積 しや す い こ とが推 測 され る。 湛 水 法 に よ る リー チ

ン グ切 米 を検 討 した と ころ 、イi歩質 11は湖:水に よ るバ ラ ツ キ は少 な く、表 層 の塩 類 は

|||| |】tの 1.5倍 相 も量 の 水 で |‐分 ヤサとい 1荒され て い た。 しか し、 下層 で は 、2倍 の 水 量

で モ)洗 い 流 され て お らず 、底 に溜 ま つ た ま ま とな っ て い た。 3倍 の 水 量 で は 下層 の

」IJモ)丁ても 十分 洗 い対Sされ た,他 校 とで は 、 3倍 の 水 量 で も リー チ ン グ効 果 は少 な く、

〕場所 に よ るバ ラ ツ キ も大 きい こ とが 分 か つ た。
一方 、散 水 法 に よ る リー チ ン グで は 、

十「ル質 とお よび 植 壌 士 両 方 に お い て 、 1.5倍 の水 量 で 大 き な効 果 が得 られ た。 ま た 、

そ の 効果 の バ ラ ツ キ も小 さか つ た.

この よ うに、散 水法 ヤま、従 来の,と水法 に比べ、少 ない水量 で大 きな効果 を得 られ

る こ とが明 らか にな つた。 し か し、散 水ム ラや地表面の起伏 に よる表層 流 の発 生等

に よって、湛水法 同様 の部分的 な効果が起 こ りうる可能性 も示唆 され た。 今後 、現

'けにお いて適 用す る場合 は、散水法 とれと水法 を組 み合わせ るな ど、 さらな る工夫 を

してい く必 要があ る と思 われ る[
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